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⑨このサーキュラー 禰 1 1 には大会出席についての 注意事項がの せ 

られていますので ，大会迄は保存下さい。 

⑥大会についての 詳しい案内は 大会委員会から 大会講演要旨 集 とし 

て 全会員に郵送されます。 

⑨学会編単行木 " エイ ジング " の申し込み期日は 厳守下きい。 期日 

を 過ぎてから申し 込みされても ，割引値でおとどけできないことが  
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  日本発生生物学会。 第 5 回総会ならびに 大会の御案内 

第 5 回総会および 大会を下期の 要領で行な ゥ 準備をすすめてかります。 できるだけ沢山 

  

の方々の御参加をいただき ，この大会が 有意義なものになる ょゥ 期待しています。 なお， 

  

  

大会の運営方法や 企画 忙 ついてお気付きの 点がどざいましたら 準備委員まて かょ せいただ 

げましたら 幸 てす。 

日本発生生物学会 第 5 回大会準備委員会 

委員 古谷雅樹 ( 候者 )  委員 天野 実 

同 飯 野 徹 雄 ( 会計担当 )  同 江 上 信 雄 

同 金 谷 晴 夫 同 関 口 晃 一 

同 林 雄次郎 ( 会計担当 ) 同 平本幸男 

同 柳 沢 富 雄 

] 大会日 程 

て 前 日 )                  DQD 編集委員会，運営委員会 

て 第 1 日 )                    一般講演，シンポジウム 

( 第 2 日 )  8 月 50 日 ( 水 )  一般講演，ジンポジウ 、 ム ，総会 

2  会 場 

野口英世記俳会館 陳 京都新宿区大京町 2 の 

電話 : 0 3 一 5 5 7 一 0 7 4 2 

3  参加ならびに 構 演の申し込み 
  

a) 参加希望者は 別紙添付の参加申込 票 に必要事項を 記入の上，大会参加費 1,500 円 

を 添えて， 姦 n ョ 瞬目までに，東京都文京区本郷東京大学理学部植物学教室，飯野 
徹雄 ( 電話 81 2 一 21 1 1 内線 ) へか 申込み下さい。 

送金には定額小為替を 利用し，指定受取人の 住所氏名は上記のとおりにお 更ハ します。 
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理学部植物学教室古谷雅樹 ( 電話 81 2 一 21 1 1  内線 8455) へか 送り下さい。 

原稿はそのまま 写真印刷にいたしますので ，図や表を記入できます。 ( このさい，文責 

は 一切発表者になります。 ) 

c) 大会準備委員会は ，お 送りいただいた 講演要旨を検討して ，シンポジウム ヘ 御参加工 

さる よう卦 願いすることもあ るかと存じますが ，その折にはよろしく 御協力下さいます 

よ うあ もかじめお願い 致しまず。 

d) 限られた大会期間の 中で，できるだけ 十分な講演時間をとりたいと 考えてかりますの で ，講演は昨年度大会どおり 1 人 1 題とします ( 但し，共同研究のばあ いは，この限り @.@.@ @ Ⅰ @l@@ 

  

ではあ りません。 ) 

講演時間は討論を 含めて ] 

題 2 0 分の予定てす。 会場に 妬 1 ( 、 スライド番号 

は 5 5 ミリ・スライド 映写機 
  天 

を一台用意します。 かのおの 

スライドには 右記のような 事       

項を記入して 下さい。 なお， 美玖 申 

同一のスライドを 2 度以上使 帝 藪 

用されるときは ， 御 面倒でも 

必要な枚数千 ご 準備下さい。 氏名   

講演 番浩 

  

4  講演要旨集は 本年度から大会への 参加の有無にかかわらず 全会員にあ らかじめ大会が 開 

かれる前に配布致します ( 一ィンホ - メーションサーキニラ &, 街中 0) 

  

6  宿泊について 

準備委員会としてはお 世話いたしかねますので ，お手数ながら 各自で予約して 下さい。 
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6  なお，本大会を 開催するための 予算は，発生生物学学会としてはほとんどあ りません 
  

め て，すべての 費用は大会参加費，講演要旨 集 に掲載させる 広告料かよび 会場における 

展示 料 によってまかなりことになります。 したがって，もし 協賛会社を会員の 方々かも 

会計担当委員まで 御紹介いたたけましたら 何よりの大会準備委員会にとりまして 倖でど 

ざいます。 
  

Ⅱ 第 7 回達官委員会報告 

  

  

サ 一ヰ ュラ 一石 1 0 でか知らせしたよ ウ に，昨年 8 月の第 d 回 総会で，和文誌の 廃刊を 

含む会則変更が 承認された。 その結果，本学は 設立以来の和敏 誌 別の会員種別をなくし ， 

また会計年度もⅠ 月 ] 日から始めることになった。 このことは，予算上でも 慎重に考慮し 
  

なけれ は ならない問題点も 含んでおり，また 欧文誌の国の 内外への 配 路の拡大も当面必要 

な作業と考えられた。 ，これもの点に フ いて，かねてより 拡大事務局会議 ( 会長・幹事長、 

欧文詩編集主幹・ 単行本編集委員長・ 幹事 ) で検討を重ねてきた。 一方，任期がきた 欧文 

詩編集委員の 入選および学行本の 取扱いについての 問題等も残されていたの て ，上記諸点 

も含めて，去る 2 月 25 日京都において 運営委員会を 開き検討された。 

]. 討議事項は次の 通りであ るが，未決定のものも 含まれて知り ，さらに検討した 上で今 

夏に予定されている 総会で報告されるので ，ここては簡単にふれておく。 

i) 単行本の件 : 今後の計画・ 会員への割引と 会計上の収支，著者への 謝礼の届等 0 
  

Ⅱ ) 1 9 7 2 年度予算 

Ⅲ ) 欧文誌の海外および 国内研究機関への PR: 海外への PR. は原案が承認されたので ， 

近く印刷の上実施されることに 在った。 国際会議に出席されたり ，海外へ出かけられ 

る 会員による協力をか 願いしたいので ，事務局へ御連絡下さい。 

iV) 今年度の学会スケジュール : 大会日程が確定され ，また今年末に 予定されている 第 

5 期会長および 運営委員の選挙の 施行に必要な 手続および経費などについて。 

V) 第 2 期欧文話編集委員の 選出 : 編集委員は，会則上主幹による 選出と運営委員によ 

る 選出があ るが，ここでは 一括して新たに 選出された方々をお 知らせしてかく ( 一部 

再任 ) 。 なか，主幹には ，ひきつづいて 福山正雄氏に 御苦労いただくことになった。 

一る一 



 
 

 
 

主 幹 福 山 雄 ( 老大・ 実験所 ) 

委 員 天 野 実 て 国立ガンセンター 研究所 ) 

団 亡子 ( お茶人・ 理 ・生物 ) 

古 谷 雅 樹 ( 東大・ 理 。 植物 ) 

林 雄次郎 ( 東 散大・ 理 ・動物 ) 

J . G.Nace  い シガン 大 ) 

岡 田 節 人 ( 京人・ 理 ・生物物理 ) 

大呼 英爾 ( 名人， 理 ・生物Ⅰ 

初 島 直 彦 ( 大阪市大・ 理 ・生物 ) 

一 以上 アルファベット 順 - 

皿 事務局からのお 知らせとお願い 

A  発生生物学会編・ 岩波 喜店 刊行 一 

" ェ イジング " の予約申し込みについて 

本学会編の第 5 回目の単行本 " エ イジング " が下記のよ 9 な内容 て ; 来る 5 月下旬に刊 

行されます。 本学会会員に 限り，割引値Ⅰ 冊 当り r.400 円のとこる (r, 「 00 円 ) で 予 

約を受付けいたしますので ，下記 5 の項をよく御覧の 上お申し込み 下さい。 

「・著者 : 江上信雄・山田正篤・ 柳田文道，岡田重文・ 川島昭一郎・ 鶴膝 丞 ，樋渡宏一・ 

古谷雅樹・松沢大樹 

  

  

2.  内 ・ 容 

部 篤 I 生物の エ イジング と は 
第 Ⅱ 部 エ イジングはどのように 現われるか 

第 「 章 敏生物のぱあ い 

第 2 章 高等植物のばあ い 

第 5 章 原生動物のはあ い 

第 4 章 培養哺乳細胞のぱあ い 

一 4 一 



          
    

    

，第 5 章 多 細胞動物のぱあ い 

第 5 章 哺乳類組織の エイ ジング 

第 7 %  無菌動物にかける エ イジンク   

第 8 章 ホルモンとエイジンバ   

  第皿部ェ 4 乙 ング のしくみ 

第 9 葦 分子レベルかりみた エ イジングの杜絶 

第 1 0 章 細胞・個体かわみた エ イジングの 仕組 

  

  

  

第 1 1 章 個体・集団・ 進化からみた 考え方 

策Ⅳ 部 ま と め 

5.  " エ イジング " の予約申し込み 要項 

a) 会員 1 人 lM 冊に限る。 同一振替用紙で 二八以上の方が 申し込まれる 場合は必ず通信 

欄に申し込み 会員名を記入すること。 

h) 同封振替用紙で 4 月末日 進に 

c) 発刊は 5 月下旬の予定だが ，出来次第申し 込者に直接郵送する。 

B  奈 費の払い込みについて 

1. 昨年度まての 会費未納の方には 同封した別紙で 未納金額をお 知らせいたしますので ， 

できるだけ早く 納入して下さい。 ， 

考 
  

2. 同封赤色の振荷用紙は ，学会編単行本の 予約のために 用意した手数料受取人払いのも 

のです。 学会費納入にもの 使いめぱあ いは，送金額の 内わけを通信欄に 御記入下さい。 

た か学会費納入だけお 願いする場合には ，手数料払込 八 負担の青色の 振替用紙をおとど 

けしておりますの て ，今回の赤色の 用紙で今年度の 学会費をおとど け 下されば 御 便利か 

と思います。 

る ・ 今年度から，和文話が 発刊され，全会員に 季刊の欧文話 DGD と大会要旨 集 をかとど 

けすることになっております。 それにともない ，会費は年額 5,5 0 0 円 とたりました。 

， お間違いのないようお 願い致します。 この件についての 詳細はサーキュラー 産 l m を 御 

一 5 一 



  

覧 下さいっ 

C  学会事務局所在地の 変更および幹事の 追加 

前の サーキュラ一でもお 知もせしましたように ，今年か㌦学会事務局を 表紙に記入しま 

したように大阪市立大学へ 移します。 市大所属で，学会の 幹事をして下さる 方は，サーキ 

ュラー 麻 9 でか知らせした 神坂盛一郎 ( 庶務担当 ) の他に，今春より 会計担当として 小谷 

穣一であ る。 なお従来幹事をしてきた 石崎 宏矩 ( 宗太， 理 ， 動 ) か よび加藤憲一 ( 大阪教 

育大・ 生 ) 、 もしばらくは 幹事後をつとめることにたっている。 

D  サーキュラ ーへ 寄稿下さい 

会員の相互の 交流のためいろいろな 話題をお よせ 下さい。 学問上のことですと ，意見の 

交流を求める 話題提供とか ，トピックスの 紹介，今回の 巌住民のような 国際会議のメモ 等 

があ りましょうし ，また研究室の 紹介，個人のプロフィル 等いろいろあ るかと存じます。 

いままでの寄稿は ，幹事からか 願いしたものばかりで ，原稿が ょ せられないのが 残俳です。 

よろしくか願い 致します 0 

  

Ⅳ 第 7 回国際海藻学会議 (V ェ Ⅱ h  In 十 ernational 

Seaweed@Symposium) 

大阪大学・教養，生物 巌 佐 耕 三 

この国際会議は 1 9 52 年に英国で第 ] 回が行われて 以来， 5 ～ 4 年毎に ョ 一ロ ソ， 。 と 

北米の各地 て 行われてきた。 もちろん，アジアでは ，はじめて。 冬期オリンピックの 開催 

を 半年あ とにひかえた ， 46 年 8 月 8 日から 1 2 日まで，札幌パトクホテルを 中， むに行わ 

れた。 

名称は「海藻 Seaweed 」であ るが，一般に 受けとられる 大型海藻のジンボジ ゥム で 

はなく，珪藻たどの 小型 藻 ，，さらに，淡水性の 藻類をも含めた ，「藻類シンポジウム」と 

いう性格のものとして 企画運営された。 歴史的にはいわゆる 海藻 学 という学問分野は ， 分 

  
類字，分布単，形態解剖学，生態学などの 高次な生物学に 重点がおかれていた。 この傾向 

一る - 



      
  

  

  

  

  

  

  

  

は 最近 ョ 一ロ ブパ ，北米では，より 軽くなり，生理学，生化学の 此 重 が角、 速に高まってき 

てれる。 

わが国では，この 点では立ちかくれているよ う に ， 私は感じている。 今回の札幌の シン 
  
ポジウムは，この 点からも日本の 藻類学によい 刺激を与えたと 思ゥ 。 日本の海藻研究は ， 

北欧とともに ，長い歴史と 多数の研究者をもっていることは 世界的に高い 評価を得ている。 

これは，海国とい ゥ 地理的条件と 大型海藻の食品への 利用とい 笏 ユニーク な 生活様式にさ 

さえもれていることは 言ゥ までもない。 このシンポジウムの 会場の広い一空は ，利用海藻 

の実物展示にあ ．てもれ， 数メ - トルにも及ぶ 多種のコンブ や 7 ヵ メ などが， 海 かも収穫さ 

れたままの姿でパネルされていた。 私たち日本人も 驚いたくわいだから ，外国かもの 参加 

者は大喜びでカメラを 向けていた。 ま たアサクサノ りや コンブ栽培，加工などの バ ネルに 

も驚きの声をあ げていたが，かみやげの「焼きのり」 「 コプ茶 」 「 干 し ヴヵメ 」などに は 

当惑したのではなかったか ， と思ゥ 。 

8 日は午後 Opening  ceremony の後， 2 つの特別講演が 行われた。 微細藻類の 

保存株の管理と 供給の中心であ る 米，イ ン デア ナ大学の Dr.Starr がそれものサービ 

スの 実態と苦労話をユーモラスに 語り，一層の 協力を要請した。 もう一つはノール ク エ イ 

海藻研究所の Dr.Jensen が家畜に海藻を 食べさせた実験を 説明し，発育がよく ，良 

質の食肉が時もれたことを 示し，海藻中の 無機物質の効果を 論じた。 夜は日本学術会議の 

歓迎レセプションがあ った。 

9 日は，北海道大学付属の 海藻研究所見学の field  trip 。 この研究所は 言 ウ まで 

もなく日本での 海藻研究の メッヵ 。 すぐれた研究を 生みだしてきた 基地のⅠつてあ る。 

1 口・ 1 1 . 1 2 日の 5 日間はⅠ披講演と 2 つの特別講演などが 行われた。 一般講演は 

次の d 部に分かれ並行して 行われた。 

Section@ Ⅰ   Di@s@tr@ibut@i@on>@Taxonomy@ @@ Mor,pho@1@ogy@(4@6) 

Section@ B ・ Ecology@ &@ Appiication@(1@ 3) 

Section@ ffl ・ Physiology@ &@ Cul   ivation@C2@6) 

Sectlon  W.  Chemistry,  Bioche 甲 istry  &  Application,C5g) 

( カッコ内は講演 数 ，プロバラムのものなので ，当日の変更が 考慮されていなり ) 

これものうち ，発生に関係した 論文は第Ⅰ部と 第℡部に集中していたが ， 第 Ⅱ部にも少 
  

しかもれた。 私のような生理 層 には，専門的知識がないために 第 1 部の大部分の 講演は理   

一 アー 



          
  

解 が困難なこともあ って ， 他の会場にいたので ，紹介することができない。 プロバラム と 

要旨かわみると ，狭義の海藻，とくに 紅藻， 禍 藻の生活史の 再検討，生殖型の 検討，それ 

もからの類縁関係，分類体系を 論じたものが 多くあ った。 大森 氏 ( 岡山大 ) ㈲コンブ目の 

ものなど日本から ，約 1 0 演題が含まれていた。 

少し傾向は異るが ，市村氏 ( 東大店徹所 ) の淡水産接合 藻 CCloste 「 ilmIi) の生殖 

と 接合についての 論文， D て ． Pl 丘 son ( 独 グッチンバン 大 ) のアミ ミドロ の美しい映画 

には強く印象づけられた。 

第 Ⅱ部の生態関係では ，テンバサ，アオ サ などの胞子の 成熟と放出が ，生体リズムに 支 

  

配されているのかどうかの 検討，放出された 胞子が固体に 付着する メヵ -_ ズム などに重点 

がかかれていた。 海洋汚染についても ，カリフォルニャ 海岸での例を ，大型 禍 藻の生長か 

も論じた Dr. Ⅵ「 iddowson の論文が出された。 

第皿 部は生理関係であ るが，ここでも ， 独 キール大の Dr, Schra 皿 Ⅱがアサクサノ り 

属を材料として 油汚染が光合成能抑制に 敏感に作用することを 示した。 ヵリブ ； ルヱア大 

の Dr. R ‥ Lewin は海産珪藻 55clone の 内 ， 毒全 な無機物質だけで 培養可能なもの 

は ，半分以下の 2 るであ り，あ との 3 2 はコバラミン て ビタミン B ㎎ ) や チアミン くビタ 

ミ・ ン Bl ) を要求すると 報告した。 この 他 ，生長物質，培養条件に 関する論文が ，アサク 

サノリ (5 篇 ) , コンプなどについて 読まれた。 私たちの海産珪藻， Phaeodactyl し 皿 

の多形性と運動性のメカニズムについて 発表した。 

第 Ⅳ部の化学・ 生化学部門には ，いわゆる寒天物質に 関する分析，コロイド 学 ，生合成， 

化学構造などに 関するものが 多数発表された。 1 0 日の夕方行われたカナダのマックギル 

 
 

 
 

大の Dr.Yaphe の寒天の化学構造についての 特別講演は圧巻であ った。 長年月に 亘 っ 

て精力的に進めてきた 研究をわかりやすい 英語で論理的に 説明した。 寒天の研究は 日本， 

と 思いがちな私達に ， 改めて研究の 進めかたの大切さを 感じさせてくれた。 

その他に，光合成に 関するもの，石灰藻の 石灰沈着に関するもの ，各種の酵素活性，代 

謝に関するものなどが 多く発表された。 これらの中には ，藻類だかもこそ ，論文になるの 

だ，と思えるも㈹もあ った。 それ 程 ，海藻の生理学，生化学は 取扱いが困難 て ，多様性に 

富み，一言でいえば ，おくれているといえ ゐ 。 

8 月 1 9 日午後，無事閉会。 1 3 日からⅠ 6 日までは，関西に 移り，京都，志摩，名吉 

屋などで会合とエクスカーションが 行われた。 (1 9 7 2 . 5 . 2  記 ) 
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